個人と集団の狭間で--アポカリプス(by D. H. Lawrence)の現代的意義 by 田部井 世志子






















─ アポカリプス （ ）の現代的意義─
田 部 井 世 志 子


































































































































挙げながら論じた社会心理学者 ・ ・トリアンディスは、 個人主義と集団主義 の中で、大






















な法則、もしくは原理」を二つ──（ ）平均人の法則 （ ）個人主義、人格主義、または
アイデンティティの原理──に要約し、とりわけ「個人主義」の項目の中で、独自のデモクラ
シー論を展開していく。ホイットマンのデモクラシー論によって「分裂した感情を抱かせられ」、



















































































































































































田 部 井 世 志 子
の脱出の道を主に アポカリプス のロレンスの言葉を手がかりに探ってきた。 ・ラチャペ





















































































































































井上義夫 地霊の旅 評伝 ・ ・ロレンス 小沢書店
石見 尚 農系からの発想──ポスト工業社会にむけて 日本経済評論社
倉持三郎 ． ．ロレンスの作品と時代背景 彩流社
田部井世志子 「知と血の十字架」 緑と生命の文学──ワーズワス、ロレンス、ソロー、
ジェファーズ 福岡ロレンス研究会編 松柏社
田 部 井 世 志 子




福田恆存 「まえがき」 現代人は愛しうるか──アポカリプス論── ・ ・ロレン
ス 筑摩叢書 筑摩書房
